
城

跛

「
桂
林
学
叢
」
創
刊
第

一
号
を
漸
く
発
行
し
、
年
来
の
抱
負
の

一
部
が
弦
に
結
実
し
た
こ
と
は
、
悦
び

に
堪

え

な

抑
々
、
桂
林
同
学
会
は
、
本
能
寺
貫
首
松
井
日
宏
狙
下
が
宗
務
総
監
当
時
、
教
義
を
研
究
す
る
学
僧
に
自
由
に
研
究

さ
せ
る
為
に
、
四
大
本
山
の
協
護
の
下
に
運
営
さ
れ
、
開
宗
七
百
年
記
念
に

「
信
仰
の
し
る
べ
」
を
桂
林
同
学
会
員
が

編
纂
し
、
相
当
活
酸
に
会
合
を
続
け
て
い
た
が
、
松
井
貌
下
が
総
監
退
任
と
共
に

一
時
中
絶
さ
れ
た
が
、　
一
昨
昭
和
三

十
三
年
の
早
春
、
松
井
貌
下
か
ら
復
活
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
年
の
夏
、
復
活
第

一
次
研
究
会
を
苅
谷
、
株
橋
両
先
生

を
中
心
と
し
て
、
大
本
山
光
長
寺
の
協
護
の
下
に
開
催
し
、
昨
夏
は
大
本
山
本
興
寺
に
於
て
第
二
次
研
究
会
並
び
に
研

究
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
昨
夏
の
研
究
発
表
者
桃
井
観
城
、
芹
沢
泰
寛
、
成
瀬
英
俊
、
川
口
善
教
の
四

師
の
研
究
発
表
論
文
及
び
苅
谷
先
生
が
第
二
次
研
究
会
の
講
義
を
テ
ー
プ
で
収
録
し
こ
れ
を
川
口
師
が
筆
録
し
た
原
稿

を
本
書
に
掲
載
し
た
の
で
あ
る
。
桂
林
同
学
会
は
、
本
年
は
本
能
寺
、
明
年
は
鷲
山
寺
と
四
大
本
山
を
順
次
会
場
と
し

四
大
本
山
の
協
議
の
下
に
運
営
さ
れ
、
会
員
中
か
ら
四
人
が
毎
年
順
次
研
究
発
表
を
行
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
桂
林

同
学
会
は
、
苅
谷
、
株
橋
両
先
生
を
中
心
と
し
て
、
年
毎
に
熾
烈
な
る
研
究
を
続
け
る
こ
と
で
あ
ら
う
と
期
待
し
て
い
る
。

い
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仏
宝
、
法
宝
は
必
ず
僧
に
依
て
住
す
。
讐
え
ば
薪
な
け
れ
ば
火
無
く
、
大
地
な
け
れ
ば
草
木
生
ず
べ
か
ら
ず
。
仏
法

有
り
と
云
う
も
僧
有
り
て
習
い
伝
え
ず
ん
ば
正
法
像
法
二
千
年
過
ぎ
て
末
法

へ
も
伝
わ
る
べ
か
ら
ず

（四
恩
抄
）

そ
の
研
鑽
の
成
果
は
、
本
書
が
号
を
逐
う
に
伴
つ
て
愈
々
充
実
し
、
顕
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
思
つ
て
い
る
。
そ
の

時
こ
そ
、
桂
林
同
学
会
の
存
続
が
明
確
に
価
値
づ
け
ら
れ
る
と
思
う
。
私
は
、
桂
林
同
学
会
員
各
師
が
、

「
行
学
二
道

を
励
み
候
べ
し
」
の
祖
意
た
格
遵
し
、
ひ
た
む
き
の
研
鑽
を
希

つ
て
侯
ま
な
い
。

本
書
刊
行
に
当
つ
て
、
苅
谷
、
株
橋
両
先
生
の
校
閲
の
法
労
を
謝
し
、
松
井
孝
純
、
豊
島
正
典
両
師
の
編
集

・
校
正

等
の
労
を
謝
す
。
又
、
本
書
表
紙
の
題
字
は
、
桂
林
同
学
会
創
設
の
由
縁
に
基
い
て
大
本
山
本
能
寺
貫
首
松
井
日
宏
祝

下
に
特
に
お
願
ひ
し
た
。
一

な
お
、
本
書
刊
行
に
当
づ

て
は
、
布
教
教
学
振
興
会
の
浄
資
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
宗
内
師
檀
の
法
労
に
感
謝
す

る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
¨

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
十
八
日

立
教
開
宗
第
七
百
八
年
の
聖
日

宗
務
総
長
　
　
福

島

泰

験
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